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科書の目次を見ると全ての単元の最後には「持続可能な社
会をつくる」という題。このように私たちの学校生活には、

「持続可能な社会」という言葉があふれている。世界全体
として「持続可能性」についての必要性が高まってきた。
だからこそ、「持続可能性」という言葉を日常であまり聞
かなかった小学生の時に比べて、最近ではその言葉を授業
で触れる機会が圧倒的に多くなった。言い方を換えれば、
必要になってきたからこそ、授業で取り扱うなど、将来の
世代を担っていく私たち中学生に知る機会を与えてくれて
いるのではないか。それに応えるように私たちは「持続可
能な社会」について更に知ろうという意志をもって授業に
取り組んでいくことが大切だと思う。
　「持続可能な社会」について知り、自分事として捉える。
そして自分に何ができるかを考えて実行していく。それを
一人ひとりが意識して行動していくことで大きな力とな
り、「持続可能な社会」に繋がっていくのではないかと考
える。何も知らないままでは行動を考えることも取り組む
こともできない。アクションを起こすための前段階として

「知る」ということが大切だと考える。だから私は、「持続
可能な社会」に向けての取り組みとして「持続可能な社会」
について「知る」ことが一番大切だと思う。
　今日も私は「持続可能な社会」について新たな情報を得
る。人類が現在に至るまでに創りあげてきた「持続可能な
社会」の中で、新たに生まれてきた課題や失われつつある
部分を少しずつ修正したり、新しいことを作り出したりし
ながら、将来の世代の「持続可能な社会」のために。それ
が中学生の私にできること。そして、使命。

評✐「持続可能な社会とは何か」という問いに
対して、様々な学習を通じて多様な視点から
考え、自分なりの答えを広げたり深めたりし
ていく様子が伝わってきます。「知る」ことの
意義と重要性に気付いた凜歩さんの強い決意
が伝わってきます。

　「『持続可能性』とは、あるいは『持続可能な社会』とは
なんでしょうか。」
総合的な学習の時間の中で講師の方からこのような問いが
あった。最近よく耳にする「持続可能性」、「持続可能な社会」
という言葉。「地球温暖化が防止される社会？」「貧困がな
くなること？」頭の中でいくつかの言葉と共にハテナマー
クが浮かびあがってきた。問いに対して講師の方はこう答
えてくださった。「自分たちが将来にわたって継続してい
きたいことを考え、それを守り、作り出し、将来に繋げて
いくこと。それが持続可能性だと考えます。」
自分が予想していた答えとは全く違う答えが返ってきた。
頭の中で想像していた地球温暖化や貧困などの言葉が出て
こなかったことにまず驚いた。一番驚いたことは「作り出
す」という言葉がでてきたことだ。今まで、「持続可能な
社会」の話の中では「作り出す」という言葉を聞いたこと
がなかった。講師の方のこの答えは今までの自分とは違っ
た視点であり、得ることが多くあった。それと同時に講師
の方に気付かされたことがあったように感じる。それは、
自分は「持続可能性」や、「持続可能な社会」について知っ
たつもりになっていたということ。同じ視点で考えたとし
ても違う視点で考えたとしても知らないことがたくさんあ
るということを。
　その講演会の数日後に公民の授業があった。その授業で
は「持続可能性」について学んだ。「持続可能性とは、現
在の世代の幸福と将来の世代の幸福とを両立させることを
意味します」
教科書にはこう書いてあった。講演会の時とはまた違った

「持続可能性」についての新たな視点を得た。それは「幸福」
だ。私はその「幸福」の視点で「持続可能性」について考
えてみた。現在の世代の幸福とはなんだろうか。将来の世
代が求めている幸福は現在の世代と同じものなのだろう
か。それとも現在の世代とはまた違うことが幸福として求
められてくるのだろうか。そのようなことを考えてみた。
しかし、想像がつきにくく、将来の世代のことを考えるの
は難しく感じた。ましてや、現在の世代の幸福について考
えるのも少し難しいと感じた。それは一人ひとりの「幸福」
の感じ方が違うと考えるからである。自分自身が感じる「幸
福」を将来の世代にも繋げていくこと。それが「持続可能性」
への一つの手段であると考えた。このように公民の授業
をきっかけとして「持続可能性」について深く考える出
来事があった。
　英語の授業の中でのSDGsについての討論、家庭科の教

✌特選に選ばれた感想✌
「持続可能な社会に向けて取り組みたいこと」。私は自分の

考えをまとめたり人に伝えたりすることに対して苦手意識が
ありますが、この作文のテーマなら自分の考えをしっかり書
くことができると思い、応募しました。身近な問題、よく耳
にする言葉だからこそ、このテーマに対して自分の考えがた
くさん浮かびあがってきました。自分の考えをシンキングツー
ルいっぱいに書き、自分が最も伝えたいことは何かを考えて
みました。そしていきついた主張は持続可能な社会について

「知る」ということでした。
自分の考えを学校外の方に発信するという機会を与えてい

ただきとても嬉しいです。さらに、「持続可能な社会」という
テーマは性別、年齢関係なく誰しもに関係することなのでそ
のようなテーマについて自分の考えを発信することができて
良かったです。この作文を書いたこと、賞をいただいた経験
を活かしていきます。ありがとうございました。
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